
お問い合わせ

特別講演（一般公開）のご案内

磯田 道史 氏（国際日本文化研究センター教授）

 講演日時 ：2022 年 12月 2日 ( 金 )　13:40-14:40
 場　所 ：アクトシティ浜松 中ホール（2階席になります）

 定　員 ：一般参加者 先着 300 名（学会参加者は別）

 参加費 ：お一人様 1,000 円
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慶應義塾大学大学院卒。博士（史学）。茨城大学助教授、静岡文化芸術大学教授などを経て、現在、国際日本文化研究センター
教授。著書に『武士の家計簿』（2010年映画化）、『感染症の日本史』（文春新書）など。歴史番組「英雄たちの選択」の司会もつとめる。

江戸時代の医学とりわけ外科や産科などオペレーション（手技）を改善して、
この国の医療を進歩させ、先端を開拓していった先人ちを中心に解説する。
江戸前期の女性医師、野中婉、度会園女などの存在や、賀川玄悦の産科手
術における鉗子等の改良についてなど。その時代の医学常識にも常に懐疑
をなげかけ、治療法の開発により医学的勝利をもたらす実例から、新しい
外科手技を開発していく名医の条件について語りたい。
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